
ー参考資料ー

番匠川における水生生物から見た河川水質の現況

河川の水質保全の必要性や河川愛護の重要性を認識してもらうため、中学生や一般市民
の参加を得て、昭和63年から水生生物による水質調査を実施しており、昨年（平成18年）
は７月から８月にかけ、７地点で125人の参加を得て調査を実施しました。

その結果、全７地点で「きれいな水」と判定されました。

図－１ 水生生物による簡易水質調査結果（Ｈ１８）

※水生生物調査とは・・・河川に生息するサワガニ、カワゲラ等の水生生物を指標として、簡易に
河川の水質を判定する調査です。



表－１ 水生生物による簡易水質調査結果（Ｈ１8）



○水質階級の区分

指標生物 河川の環境

きれいな水の生物が生息する環境は、流れが速い、早瀬や平瀬が多い、水はきⅠ．きれいな水の生物

ｶﾜｹﾞﾗ､ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ､ｻﾜｶﾞﾆ､ れい、夏でも水温が低いといった渓流の様相を呈している地点が多い。

ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ､ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ 等 こうした地点では、生物学的に極層（生物が川底を最も有効に利用している状

態）にあって、自然河川の理想的な生物相を示していると評価できる。ヤマメ、

アマゴ、アユなどの魚類が生息。

少し汚い水の生物が生育する環境は、流れがやや遅い、平瀬が多くなる、水はⅡ．少し汚い水の生物

ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ､ｶﾜﾆﾅ､ｽｼﾞｴﾋﾞ､ 比較的きれい、平地であるといった川の上流から中流の様相を呈している。ア

ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ､ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ 等 ユ、ウグイ、カマツカ、オイカワ、カワムツなどの魚類が生息。

汚い川の生物が生息する環境は、流れが遅い平瀬や瀬、淵が多く、水は汚く、Ⅲ．汚い水の生物

ﾋﾙ､ﾀﾆｼ､ﾐｽﾞﾑｼﾆﾎﾝﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ 平地であるといった川の下流や市街地の河川の様相を呈している。魚類は少な

等 く、フナ、コイなどの魚類がわずかに生育。

大変汚い水の生物が生息する環境は、流れがほとんどない、瀬がなく淵が多く、Ⅳ．大変汚い水の生物

ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ､ﾁｮｳﾊﾞｴ､ｴﾗﾐﾐｽﾞ､ 川の河口やドブ、市街地の汚濁した河川の様相を呈している。魚類はほとんど

ｾｽｼﾞﾕｽﾘｶ 等 すめない。

九州地方整備局管内の結果は、「 」の水生生物による水http://www.qsr.mlit.go.jp/n-kawa/
質の簡易調査結果で公表しています。




